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山

路

『護

愛

山

と

ー

l
l
愛
山
主
筆
時
代
の
『
護
教
』
論
説
目
録
ー
ー

t工

め

じ

明
治
中
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
史
論
家
・

評
論
家
、
愛
山
山
路
繭
吉
(
一
八
六
五

l
一
九
一
七
)
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
近

(
1
)
 

年
よ
う
や
く
本
絡
的
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

愛
山
が
中
央
の
文
垣
に
雄
飛
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
三
派
の

連
合
機
関
紙
『
護
教
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
散
逸
し
て
み
ら
れ
な
い
と
い
う
の

が
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
最
近
愛
山
主
筆
時
代
の
『
護
教
』

の
一
部
の
所
在
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
の
愛
山
研
究
に
資
す
る
所
は

き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
現
在
わ
か
っ
て
い
る
限
り
で
の
愛
山
主
筆
時

代
(
明

M
t却
〉
の
『
護
教
』
の
所
在
を
示
す
と
左
の
通
り
に
な
る
。

教

岡

手。

良B

第
一
号
(
明
M
・
7
・
7
〉
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
。

第
二
ハ
号

t
一
二
四
号
(
明
川
A

・
m
-
U
1明
m
-
u
-
m
)
関
西
学
院
大

学
附
属
図
書
館
(
但
し
後
述
の
通
り
若
干
の
欠
号
等
あ
り
)
。

第
二
八
五
号
(
明

m
・
1
・
9
V
以
降

青
山
学
院
資
料
セ

γ
タ
l

右
の
『
護
教
』
中
の
主
要
な
論
文
若
干
は
前
引
の
『
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
』

中
の
「
山
路
愛
山
集
」
付
口
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
他
の
主
要
な
論
文
も
同
書

の
「
年
譜
」
中
に
題
名
だ
け
は
の
せ
て
お
い
た
が
、
い
ず
れ
も
限
ら
れ
た
紙
面

の
中
で
十
分
と
は
い
い
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
愛
山
主

筆
時
代
の
『
護
教
』
紙
上
の
愛
山
の
文
章
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
網
羅
的
な
目

録
を
作
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
と
は
い
え
筆
者
が
直
接
原
本
を
確
認
し
え
た
前

述
の
部
分
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お

北法36(1-2・563)563



l
r
 

恥
平

特
記
し
な
い
限
り
、
無
署
名
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
明
白
に
愛
山
の
文
で

な
い
と
断
定
で
き
る
も
の
は
除
い
た
が
、
多
少
疑
い
市
町
あ
る
も
の
は
収
録
す
る

る
補
足
で
あ
る
。

〕
内
は
各
々
の
文
章
の
欄
名
及
び
筆
者
(
岡
〉
に
よ

資

こ
と
に
し
た
。
ま
た
〔

第
一
号
(
切
畑
山
・
7
・
7
v

「
護
教
の
希
望
す
る
処
」

〔
社
説
〕

「
金
森
通
倫
君
の
日
本
現
今
の
基
督
教
及
将
来
の
基
督
教
」

〔
第
二
号

t
一
五
号
未
発
見
〕

第
二
ハ
号
(
明
M
・
M
-
μ
〉

「
新
聞
紙
の
調
子
」
「
徳
育
問
題
」

〔
社
説
〕

第
一
七
号
(
明
川
A

・
m-M品〉

「
何
故
に
大
政
治
家
は
大
宗
教
家
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
乎
」

「
天
長
節
を
祝
ひ
奉
る
と
て
」
山
路
蹄
吉

〔
天
長
節
〕

〔
雑
記
〕

「
読
書
漫
筆
の
ご
愛
山
生

第
一
八
号
〈
閉
山
A

・
U
・
7
)

〔
批
評
〕

〔
社
説
〕

サ
国
家
の
基
礎
」
(
築
地
三
原
橋
教
会
に
於
て
)
山
路
禰
吉
氏

「
救
他
を
急
に
せ
よ

1
震
災
に
就
て
」
「
青
年
に
議
す
べ
き
も
の
四
あ
り
」

〔
社
説
〕第
一
九
号
(
明
山
A

・
U
-
M
〉

〔
講
壇
〕

「
眼
を
実
地
に
着
く
べ
し
」

「
読
書
漫
筆
の
一
ご
愛
山
生

〔
社
説
〕

〔
雑
記
〕

第
二

O
号
(
明
担
・

u
-
a
)

「
続
政
教
新
論

第
三
編
総
論
」
「
地
方
新
聞
の
無
礼
な
る
記
事
」

〔
講
壇
〕

「
野
の
花

麻
布
教
会
に
於
て
」
山
路
瀬
古
氏

第
二
一
号
(
明
剖
・

u
-
m
)

「
続
政
教
新
論

予
備
の
時
代
ハ
第
-
)
」
「
基
督
教
徒
の
家
庭
」

第
二
編

「
国
会
の
為
め
に
祈
る
ベ
し
」

〔
社
説
〕

第
二
二
号
(
明
川
A

・
U
・
5
〉

「
説
難
(
震
地
伝
道
に
就
て
)
」
〔
社
説
〕

第
二
三
号
(
問
問
M
-
u
-
U
)

第
二
編
予
備
の
時
代

ω」

〔
小
言
〕

〔
社
説
〕

「
続
政
教
新
論

「
小
言
」
山
路
生

第
二
四
号
(
明
川
A

・
U
・
m
m
)

「
続
政
教
新
論

第
二
編
予
備
の
時
代
田
」
「
再
び
五
ヶ
月
間
の
大
演
説
会

に
就
て
」
「
今
日
の
問
題
」

〔
社
説
〕

第
二
五
号
〈
明
川
A

・
U
・M
m

)

「
降
誕
節
」
「
年
を
送
る
」
「
統
政
教
新
論
第
二
篇
予
備
の
時
代
伺
」
〔
社
説
〕

第
二
六
号
(
明
お
・

1
・内に日

「
年
を
迎
ふ
」

〔
社
説
〕

〔
社
説
〕

北法36(1-2・564)564



第
二
七
号
(
明
お
・
1
・

9
)

「
家
と
教
会
」
「
壮
士
」
「
成
功
」

〔
社
説
〕

第
二
篇
予
備
の
時
代
的
」

第
二
八
号
(
明
お
・
1
・

M
)

「
起
て
『
ホ
l
ム
』
論
を
叫
ぶ
ベ
し
」
「
続
政
教
新
論

「
続
政
教
新
論

〔
社
説
〕

第
二
篇
予
備
の
時

代
(
其
六
)
」

〔
社
説
〕

第
二
九
号
(
聞

mm
・
-
-
m〉

「
績
を
買
ふ
て
珠
を
還
す
こ
と
勿
れ
」
コ
ニ
た
び
五
ヶ
月
間
有
志
大
演
説
会

に
就
て
」

〔
社
説
〕

〔
新
体
詩
〕

荒
第村
三夜
O 帰
号」

(愛
第閉山
二~ 25生
章3・
予 1
4備
の 30
時)
代

'" 其
七
Lー

〔
社
説
〕

「
続
政
教
新
論

渓~ -， 
生三孟
子
を
読
む
と
題
す
る
論
文
を
iVl: 
む

(
国
民
之
友
第
百
四
十
三
号
〉
」
機

〔
寄
書
〕

第
三
一
号
ハ
明
お
・

2
・
6
)

山路愛山と f護教』

「
英
雄
不
ν
起
奈
二
神
州
こ

〔
社
説
〕

第
三
二
号
(
明
お
・
2
・
日
)

「
い
の
ち
第
一
号
」
山
路
擁
吉

〔
批
評
〕

第
三
三
号
(
明
お
・

2
-
m
)

「
一
脚
を
欠
く
の
人
、
宗
教
を
欠
く
の
国
」
「
又
し
て
も

1
教
育
世
界
の

問
題
」

〔
社
説
〕

「
青
山
評
論

第
一
号
」
愛
山
生

〔
批
評
〕

第
二
章
(
八
)
」
山
路
瀬
古

〔
論
説
〕

「
統
政
教
新
論

第
三
四
号
(
明
お
・

2
・
幻
)

「
続
政
教
新
論

第
二
章
(
九
)
小
経
紛
の
時
代
」
山
路
禰
士
日

〔
論
説
〕

「
雑
感
」
愛
山
生

第
三
五
号
(
明
お
・

3
・
5
)

「
故
郷
の
友
人
に
与
へ
て
俗
礼
ハ
婚
、
葬
、
祭
)
を
論
ず
る
書
」

〔
社
説
〕

「
続
政
教
新
論

第
二
章
(
其
十
)
仏
儒
総
評
」
山
路
調
士
口

第
三
六
号
(
明
お
・
3
-
U
〉

〔
論
説
〕

「
忠
君
論
」

〔
社
説
〕

第
三
七
号
(
明
お
・
3
・

U
)

*
 
「
信
仰
個
傑
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
(
宣
教
師
学
校
〉

に
対
す
る
世
間
の
不
平
」
「
思
想
の
自
由
に
つ
い
て
(
神
道
家
に
告
ぐ
)
」

「
大
祈
祷
会
」

〔
社
説
〕

「
続
政
教
新
論
第
三
章
改
革
の
時
代

路
調
士
口
〔
論
説
〕

第
一
節
狼
狽
の
原
因
(
上
)
」
山

第
三
八
号
(
明
お
・
3
・
m
m
)

「
教
会
は
宜
し
く
其
正
当
の
位
置
を
保
守
す
ベ
し
」

〔
社
説
〕

「
続
政
教
新
論

第
三
章
改
革
の
時
代

第
二
節
狼
狽
の
原
因
(
中
)
」
山

北法36(1-2・565)565



料

路
繭
士
口

〔
論
説
〕

第
三
九
号
(
明
お
・

4

・
2
)

資

「
史
海
(
第
九
・
十
号
〉
(
愛
山
生
〉
」

〔
評
論
之
評
論
〕

第
四

O
号
(
明
お
・
4
・

9
〉

「
伝
道
は
織
業
に
非
ず
(
再
び
)
」

第
四
一
号
(
明
お
・
4
・

M
〉
〔
社
説
〕

第
四
二
号
(
明
白
・

4
-
m
)

第
四
三
号
(
明
お
・

4

・
ω)

〔
以
上
三
号
に
は
愛
山
の
文
章
み
あ
た
ら
ず
〕

第
四
四
号
ハ
朔
缶
・
5
・
7
〉

「
信
仰
復
興
に
付
き
て
」

〔
社
説
〕

「
伝
道
と
婦
人
」
袋
山
生

第
四
五
号
(
明
お
・

5
-
M
〉

門
論
説
〕

「
家
中
の
聖
書
」

門
社
説
〕

第
四
六
号
(
明
お
・
5
・

2
)

「
如
何
に
せ
ば
教
会
は
振
起
す
べ
き
」
「
法
学
士
の
無
識
」

〔
社
説
〕

第
四
七
号
(
閉
山
泊
・

5
-
m〉

「
謹
ん
で
皇
后
陛
下
の
御
誕
辰
を
祝
し
奉
る
」
「
弁
妄
第
一

善
を
教
へ
ん
と
す
る
乎
」
〔
社
説
〕

た

〈

む

え

か

く

「
智
慧
と
智
識
の
蓄
積
は
一
切
キ
リ
ス
ト
に
蔵
れ
で
あ
る
也
(
寄
羅
図
書
二

法
学
士
は
偽

ノ
三
)
」
山
路
禰
士
日

〔
講
壇
〕

第
四
八
号
(
明
お
・

6
・
4
)

宗
教
的
の
個
人
主
義
」
「
夏
期
学
校
に
同
情
を
表
す
べ
し
」

「
弁
妄
第
二

〔
社
説
〕第
四
九
号
(
明
お
・

6
・
U
)

「
消
夏
漫
筆
」
愛
山
生

〔
雑
記
〕

「
教
会
は
自
ら
世
間
に
対
す
る
の
義
務
を
弁
知
る
べ
し
」

第
五

O
号
(
明
お
・

6
-
m
)

「
婚
姻
論
(
夫
婦
相
探
ぶ
の
必
要
を
論
ず
)
」

〔
第
五
一
・
五
二
号

土
木
発
見
〕

第
五
三
号
(
明
お
・

7
・
9
)

「
故
郷
及
故
人
」

〔
社
説
〕

第
五
四
号
(
明
応
・

7
・
凶
)

〔
雑
記
〕

第
五
五
号
(
明
お
・

7
-
m
)

「
消
夏
没
笠
二
」
愛
山
生

「
信
仰
復
興
を
疑
ふ
勿
れ
」

〔
社
説
〕

ー「ー「

余説
が教第
進者五
退と六
にし号
就て(
ての明
」イ 25
山エ・
路ス 7
区蕊、

書キ 30重
ザ)巴。ス
報5よ

社

芭

「
神
の
撰
び
」
山
絡
調
士
口

〔
社
説
〕

〔
社
説
〕

北法36(1-2・566)566



〔
未
発
見
〕

第
五
八
号
(
明
お
・

8
・
U
)

第
五
七
号

「
進
ん
で
身
を
伝
道
界
に
投
ず
ベ
し
ハ
有
為
の
青
年
に
告
ぐ
)
」

第
五
九
号
(
明
お
・

8
-
m
)

「
行
者
を
論
ず
」
〔
社
説
〕

第
六

O
号
(
明
お
・

8
・
幻
)

〔
本
号
愛
山
の
文
章
な
し
〕

第
六
一
号
(
明
ぉ
・

9
・
3
)

「
教
会
の
事
業
は
雑
駁
な
り
」

〔
社
説
〕

第
六
二
号
ハ
明
お
・

9
-
m〉

「
良
心
自
由
の
為
め
に
戦
ふ
ベ
し
」

*
 
「
文
学
と
歴
史
ハ
廿
五
年
八
月
廿
七
日
麻
布
青
年
会
に
於
て
)
」

〔
社
説
〕

〔
論
説
〕第
六
三
号
(
明
ぉ
・

9

・
U
)

「
公
筒
一
則
(
教
育
と
宗
教
を
論
ず
)
」
護
教
記
者

〔
社
説
〕

山路愛山と『護教』

第
六
四
号
(
明
お
・

9
・
M
)

〔
愛
山
の
文
章
な
し
〕

第
六
五
号
(
明
お

-m
・
1
)

「
信
傑
と
風
紀
」
〔
社
説
〕

第
六
六
号
(
明
お

-m
・
8
〉

〔
社
説
〕

山
路
璃
士
日

「
閑
居
論
(
明
治
廿
五
年
十
月
六
日
下
谷
教
会
青
年
会
に
於
て
)
」
山
路
輔

τb 
I=t 

〔
論
説
〕

第
六
七
号
(
明
お

-m
・
日
)

「
田
舎
の
伝
道
師
」
「
本
社
の
希
望
」

〔
社
説
〕

第
六
八
号
(
明
お

-m
・
2
)

「
祈
祷
論
H
H
ハ
ガ
ル
の
実
例
」

〔
社
説
〕
〔
「
左
の
一
筋
は
社
員
山
路
繭
吉
氏

が
銀
座
会
館
に
於
て
青
年
会
の
為
に
為
し
た
る
演
説
な
り
、
社
説
に
換
ふ
」

と
の
前
書
き
あ
り
〕
。

第
六
九
号
(
明

m
-
m
-
m
)

「
緊
急
問
題
(
国
家
に
対
す
る
教
会
の
代
表
者
)
」

〔
社
説
〕

第
七

O
号
(
明

m
・1
・5
)

「
天
長
節
を
祝
し
奉
る
」

〔
社
説
〕

第
七
一
号
(
明
ぉ
・
1
・

U
〉

「
教
会
内
の
風
紀
は
如
何
」
山
路
繭
士
口

〔
社
説
〕

〔
第
七
二
・
七
三
号

未
発
見
〕

第
七
四
号
(
明
お
・
ロ
・

3
)

〔
愛
山
の
文
章
な
し
〕

ウ
第エ第
七ス七
六ト五
号嬢号
(眠(
明る明
25 '- 25 

ー寸先

125P212 
~マ

17 宅 10
、-' )u.、J
け
り

〔
社
説
〕

北法36(1-2・567)567



4ゆ
白
目

申
小

「
東
京
基
督
信
徒
の
大
倶
楽
部
」
「
新
『
パ
リ
サ
イ
』
人
」
「
宣
教
師
学
校
の

近
況
如
何
」
「
英
語
と
基
督
教
」
「
機
関
新
聞
た
る
を
忘
る
る
こ
と
勿
れ
」
「
講

資

壇
の
道
徳
」

〔
社
説
〕

第
七
七
号
(
明
お

-
u
-
M〉

「
静
岡
教
会
火
く
」
〔
社
説
〕

第
七
八
号
(
明
お

-u
・
氾
)

〔
社
説
〕
〔
「
婚
姻
」
欄
に
「
十
二
月
廿
七
日
麻
布

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
於
て
武
田
芳
三
郎
氏
と
戸
板
せ
き
子
と
、
山
路
調
士
口
氏

「
明
治
廿
五
年
を
視
す
」

と
田
島
た
ね
子
」
と
あ
り
〕
。

「
自
然
の
声
」
機
渓
生

〔
特
別
寄
番
〕

第
七
九
号
(
明
お
・

1

・
7
)

「
新
年
、
新
事
業
、
新
人
物
」
「
婦
人
矯
風
会
何
ぞ
振
は
ざ
る
」
「
新
年
努
頭

の
問
題
」
「
海
軍
軍
人
親
陸
会
」
「
高
知
伝
道
」
「
北
海
の
孤
児
院
」
「
内
村
鑑

三
氏
」
「
両
博
士
」
「
梅
花
女
学
校
(
大
阪
)
」
「
煙
管
製
の
焚
鐘
」
「
大
日
本

仏
教
軍
」
「
美
し
き
家
庭
」
愛
山
生

第
八

O
号
(
明
Mm

・-
-
M
)

〔
社
説
〕

「
何
ぞ
伝
道
的
の
婦
と
な
ら
ざ
る
(
愛
山
生
)
」

〔
社
説
〕

第
八
一
号
(
明
お
・

1
・
a〉

「
神
学
研
究
会
」
「
新
年
の
東
京
(
物
質
的
観
察
)
」
「
国
民
之
友
の
無
名
氏

と
重
野
安
緯
氏
」
「
山
本
覚
馬
氏
」
「
通
信
せ
ら
る
る
諸
君
に
乞
ふ
」
「
小
廉

曲
謹
の
時
代
」
「
出
獄
人
保
護
会
」
「
各
地
の
禁
酒
会
」
「
不
殺
事
件
」

説
〕
第
八
二
号
(
明
Mm
・

--m〉

「
教
会
は
光
明
の
中
に
眠
る
」
「
有
為
の
青
年
」
「
基
督
の
信
徒
」
「
微
温
的

信
徒
」
「
何
の
兆
ぞ
」
「
五
大
本
山
住
職
の
上
京
」
「
良
心
は
活
く
」
「
神
戸
の

伝
道
」
「
鳴
乎
真
家
」
「
紗
津
仏
教
要
義
全
書
」
〔
社
説
〕

第
八
三
号
(
明
お
・

2
・
4
)

「
田
舎
牧
師
」
「
天
賦
人
権
(
吾
人
の
題
目
〉
」
「
教
会
の
苦
情
」
「
本
願
寺
の

節
倹
」

〔
社
説
〕

第
八
四
号
(
明
お
・

2
・
日
)

「
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
、
ジ
ェ
l
γ
、
ブ
l
チ
ャ

l
衰
翁
左
救
ひ
し
事
(
愛
山

生
、ーノ

〔
家
庭
及
少
年
〕

第
八
五
号
(
切
羽
・

2
・
m)

「
家
庭
に
於
け
る
基
督
教
」
「
信
ず
る
所
は
唯
一
也
」
「
高
知
教
会
を
焼
か
ん

と
せ
り
」

〔
社
説
〕

第
八
六
号
(
問
問
お
・

2
・
お
)

叶
教
育
論
序
論
」
山
路
生
〔
社
説
〕
〔
此
稿
未
完
と
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る

が
続
稿
は
な
い
〕

第
八
七
号
(
開
閉
泌
・
3
・

4
)

総
論
」
機
渓
生

第
八
八
号
(
明
お
・

3
-
U
)
〔
論
叢
〕

「
日
本
宗
教
史

社
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「
日
本
宗
教
史

親
簿
上
人
を
論
ず
」
機
渓
生

〔
論
議
〕

第
八
九
号
(
明
お
・

3
・
M
)

「
親
鷲
上
人
を
論
ず
(
承
前
)
」
機
渓
生

〔
論
議
]

「
形
式
を
軽
ん
ず
る
こ
と
勿
れ
」
〔
社
説
〕
〔
文
体
、
内
容
等
か
ら
考
え
て

愛
山
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
念
の
為
収
録
し
て
お
く
〕
。

第
九

O
号
(
明
お
・

3
・
ぉ
〉

「
平
等
論
(
明
治
廿
六
年
三
月
一
八
日
築
地
教
会
青
年
会
に
於
て
)
」
山
路

生

〔
論
叢
〕

「
日
遂
を
論
ず
」
機
渓
生

〔
史
談
〕

「
井
上
哲
二
郎
氏
に
対
す
る
駁
論
の
略
付
」

〔
社
説
〕

第
九
一
号
(
明

m
・
4

・
1
)

「
伝
道
界
の
急
務
」

〔
社
説
〕

第
九
二
号
〈
明
お
・

4

・
8
)

「
日
遂
を
論
ず
」
機
渓
生

〔
史
談
〕

山路愛山と『護教』

「
伝
道
は
観
察
よ
り
始
る
」
〔
社
説
〕

第
九
三
号
(
明
お
・

4

・
日
)

「
本
郷
教
会
に
於
け
る
組
合
教
会
の
大
演
説
会
」
山
路
生

「
井
上
哲
二
郎
氏
に
与
ふ
」
山
路
闘
士
口

〔
通
信
〕

〔
社
説
〕

第
九
四
号

〔
未
発
見
〕

第
九
五
号
(
明
お
・
4
-
m
)

「
経
験
(
真
偲
の
『
メ
ソ
ヂ
ス
ム
』
〉
」
「
地
方
的
団
結
」
「
島
原
天
草
の
伝
道

(
九
州
福
音
同
盟
会
の
決
議
)
」
「
何
ぞ
難
解
の
文
を
作
る
」
「
福
音
同
盟
会

(
行
け
)
」
「
教
会
と
教
師
に
搬
す
」

〔
社
説
〕

第
九
六
号
(
開
閉
山
m
・

5
・
6
)

「
教
会
内
の
高
踏
派
」
「
経
験
及
信
保
」

〔
社
説
〕

第
九
七
号
(
明
mm
・
5
-
U
〉

「
黙
示
」
「
経
典
論
」
「
文
字
魔
(
時
事
に
感
あ
り
)
」
「
軽
し
く
語
る
勿
れ

ハ悶)」

〔
社
説
〕

石 Z
本》第

善九
治八
君号
tこ fヘ
与明
.b 26 
L一
山 5
路・
禰 20
t士、J
口

〔
評
論
之
-
評
論
〕

「
教
会
と
教
師
に
搬
す
ハ
再
び
)
」

〔
社
説
〕

第
九
九
号
(
明
泌
・

5
・
幻
〉

「
霊
の
生
命
」
「
年
会
近
づ
け
り
」
無
名
氏

〔
社
説
〕

第
一

O
O号
(
明
お
・

6
・
3
)

「
第
百
号
」

〔
社
説
〕

第
一

O
一
号
(
明
お
・
6
・

m)

「
真
理
と
聖
書
」

〔
社
説
〕

第一

O
二
号
(
明
お
・

6
・
日
)

「
事
務
的
会
議
た
ら
ざ
ら
し
め
よ
(
年
会
に
望
む
)
」
「
大
演
説
会
を
開
く
べ

し
(
向
上
)
」
「
博
士
カ
ッ
ク
ラ
ン
氏
を
送
る
」
「
破
」

〔
社
説
〕
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料

第
一

O
一
二
号
(
明
お
・

6

・M
A
)

「
神
と
人
」

〔
社
説
〕

資

第
一

O
四
号
(
問
問
お
・
7
・

1
〉

ミ

γ
ν
a
u
J
ス
グ
T
M
W

「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
宣
教
師
学
校
の
卒
業
生
諸
氏
を
送
る
」

〔
社
説
〕

第
一

O
五
号

〔
未
発
見
〕

第
一

O
六
号
(
明
泌
・
7
・
日
)

〔
愛
山
の
文
章
な
し
〕

第
一

O
七
号
(
明
部
・
7
・

2
)

「
読
者
諸
君
に
告
ぐ
」
山
路
生

〔
通
信
〕
〔
八
月
よ
り
、
小
沢
孫
太
郎
・
鵜

崎
市
民
午
郎
・
三
浦
泰
一
郎
・
水
上
栂
彦
の
凶
名
が
編
集
に
加
わ
る
こ
と
を
告

げ
た
も
の
〕

「
な
い
袖
」
機
渓
生

〔
雑
記
〕

「
教
会
論
」

〔
社
説
〕

第
一

O
八
号

〔
未
発
見
〕

第
一

O
九
号
(
明
Mm

・8
・5
)

「
大
西
祝
氏
の
和
歌
」
「
文
学
界
問
題
」

〔
以
上
二
件
愛
山
生
と
あ
り
〕
〔
評

論
の
-
評
論
〕

第
一
一

O
号
(
明

m
・
8
・
ロ
)

「
成
功
乎
、
不
成
功
乎

1
基
督
教
の
運
動
」
「
抽
象
的
の
議
論
必
し
も
非
な

ら
ず
」

〔
社
説
〕

第
一
一
一
号
(
明

m
・
8
・

ω)

「
宗
派
必
し
も
非
な
ら
ず
」
「
信
傑
な
き
は
」
「
イ
エ
ス
の
寛
山
容
」

第
一
一
一
一
号
(
明
m
m
・

8
・川崎〉

〔
社
説
〕

「
基
督
教
新
聞
に
就
て
」
「
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
』
の
活
路
」

〔
社
説
〕

第
一
一
一
二
号
(
明
ぉ
・
9
・
2
)

「
天
下
笠
天
よ
り
も
強
き
者
あ
ら
ん
や

青
山
教
会
に
於
て
」
山
路
輔
古

〔
諮
濯
〕
「
日
本
の
花
嫁
」
「
女
伝
道
者
」
「
起
て
働
け
」

〔
社
説
〕

第
一
一
四
号
ハ
明
却
・

9
・
9
〉

「
教
会
の
経
済
に
於
け
る
一
意
見
(
基
本
金
)
」
「
教
会
は
光
明
の
中
に
眠
る

(
再
び
)
」
「
地
震
に
於
て
は
熱
し
洪
水
に
於
て
は
冷
か
な
る
べ
き
乎
」
〔
社
説
〕

第
一
一
五
号
(
明

m
・
9
・
M
)

「
日
限
学
校
教
授
会
(
江
湖
の
意
見
を
聞
き
た
し
〉
」
「
『
臼
木
の
花
嫁
』
を

読
む
」
「
基
督
教
新
開
記
者
足
下
」
辺
示
教
界
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
」

第
二
六
号
(
明
ぉ
・
9
-
n
)

〔
社
説
〕

「
如
何
に
せ
ば
教
会
は
成
功
す
べ
き
や
」
「
讃
美
歌
と
家
庭
」
「
回
顧
す
る
勿

れ
(
老
人
に
告
ぐ
)
」
「
偽
善
と
真
実
」
「
静
岡
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
会
員
足
下
」

〔
社
説
〕

-，ヰド

余
が第
基一
督一
教七
を号
信(
ず明
る 26
所・
以 9
f、
- 30 
、ノ 、ーノ

愛
山
生

〔
論
叢
〕
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「
教
会
音
楽
論
」
「
律
法
と
恩
寵
」
「
未
来
の
観
念
」

〔
社
説
〕

-，キ

余
が第
基一
督一
教八
を号
~ 
'''' r、
すず' 明
る 26
所・
以 10

'" ニ 7
、ーノ 、..-/
し一

愛
山
生

〔
論
叢
〕

一
「
家
拝
を
守
る
ベ
し
」
「
犠
牲
献
身
」

第
二
九
号
(
明

Mm-m-H)
〔
社
説
〕

「
基
督
教
会
の
慈
善
事
業
に
就
て
」
「
先
輩
と
後
輩
」
「
伝
道
師
の
害
賠
に
就

〔
社
説
〕

て」

第
二
一

O
号
(
明
お

-m
・
2
)

「
兄
弟
〔
「
左
の
一
篤
は
記
者
が
麻
布
教
会
に
於
て
演
説
せ
し
草
稿
也
」
と

の
前
書
き
あ
り
〕
」
〔
社
説
〕

第
二
二
号
(
明
お

-
m
-
m
)

「
休
徴
は
脚
下
に
あ
り
」
「
狭
陛
な
ら
ざ
れ
(
花
嫁
事
件
)
」

〔
社
説
〕

「
評
論
之
評
論
(
十
月
廿
三
日
脱
稿
)
愛
山
生
」

第
一
二
二
号
(
明
お
・

u
・
4
)

「
天
長
節
」
「
自
重
せ
よ
(
伝
道
郎
諸
氏
)
」
「
救
仙
の
一
法
」

〔
社
説
〕

山路愛山と『護教』

「
-
評
論
之
評
論

愛
山
生
」

〔
な
お
本
号
は
第
一
一
貝
よ
り
四
頁
ま
で
欠
〕

第
一
二
三
号
(
明
お
・
日
・
日
)

「
教
会
論
」

〔
社
説
〕

第
二
一
四
号
(
明
ぉ
・
1
・

M
)

〔
本
号
第
三
頁
よ
り
六
頁
ま
で
欠
。
愛
山
の
文
章
な
し
。
な
お
前
号
及
び
本

号
に
「
『
護
教
』
新
に
生
れ
た
り
」
と
の
広
告
が
の
っ
て
い
る
〕

〔
第
一
二
五
号
J
二
八
四
号

第
二
八
五
号
(
明

ω
・
1
・
9
)

未
発
見
〕

「
日
本
的
基
督
教
」

〔
社
説
〕

第
二
八
六
号
(
明

ω
・
1
・

M
)

「
伝
道
者
の
学
問
」
「
政
治
は
即
ち
教
育
な
り
」

〔
社
説
〕

第
二
八
七
号
(
明
ぬ
・

1

・
幻
)

「
国
民
の
要
求
す
る
者
は
何
物
ぞ
」

第
二
八
八
号
(
明
ぬ
・
1
・
ぬ
〉
〔
社
説
〕

「
客
と
神
学
を
談
ず
(
上
)
」

〔
社
説
〕
〔
(
下
〉
は
未
発
見
〕

第
二
八
九
J
二
九
三
号

〔
愛
山
の
文
章
な
し
〕

第
二
九
四
号
(
明
ぬ
・
3
-
m
)

「
自
業
自
得
(
根
本
的
改
革
)
」
「
山
口
県
師
範
学
校
長
足
下
」

〔
社
説
〕

第
二
九
五
号
(
明

ω
・
3
・
却
)

「
第
十
九
世
紀
の
思
想
の
傾
向
」

〔
社
説
〕

第
二
九
六
号
(
朔

ω
・
3
・

U
)

「
進
国
平
明
臥
」
「
再
び
山
口
県
師
範
学
校
長
に
与
ふ
」
〔
社
説
。
末
尾
に
(
明

治
三
十
年
三
月
廿
一
日
夜
山
路
繭
士
口
記
)
と
あ
り
〕

第
二
九
七
号
(
明

ω
・
4

・
3
)
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料

「
最
近
三
十
年
間
日
本
の
思
潮
を
論
ず
ハ
上
〉
(
中
央
会
堂
演
説
草
J

稲
)
」
護

教
記
者

〔
社
説
〕

資

第
二
九
八
号
(
明
日
初
・

4
-
m
)

「
最
近
三
十
年
間
日
本
の
思
潮
を
論
ず
(
下
)
ハ
中
央
会
堂
演
説
草
稿
)
」
護

教
記
者

〔
社
説
〕

〔
愛
山
の
文
章
な
し
〕

第
三

O
O号
ハ
明

ω
・
4

・
M
)

第
二
九
九
号

「
『
し
青
年
な
る
日
本
』
と
英
国
の
清
教
徒

山
路
禰
士
口
」
「
信

教
自
由
に
関
し
て

ド
」
〔
社
説
〕

北
陸
漫
遊
中

山
路
生
」
「
教
授
へ
ン
リ
l
・
ド
ラ
モ
ン

北
陸
漫
遊
中

第
三

O
一
号
(
明

ω
・
5
・
1
)

「
青
年
の
日
本
と
英
国
の
清
教
徒
(
続
)
北
陸
漫
遊
中

説〕

山
路
掬
士
口
」

第一ニ

O
二
号
(
明

ω
・
5

・
8
)

「
社
会
問
題
研
究
に
就
て
」

〔
社
説
〕

日
本

通 f
告会
，-..ス

の教
文会
は内
第国
二伝
O 道
三会
号社
(東
5 海

15 道
)北
二陵
ニ道
♀遊
写害
，-.， 雪寸
5 E.':: 

22 山
、く路

鞠
吉
三
O
六
号
(
6
・

5
)
、一ニ

O
七
号
(
6
-
U
)
に
か
け
て
連
載
〕
。

第一二

O
三
号
(
明

ω
・
5

・
日
)

「
書
籍
及
新
聞

最
上
の
尊
敬
は
正
直
の
批
評
な
り
」
山
路
生

〔
民
友
社

刊
徳
富
健
次
郎
氏
箸
「
ト
ル
ス
ト
イ
」
他
の
害
事
許
可

第
三

O
八
号
(
明
ぬ
・

6
-
m〉

「
訣
別
の
辞
」
山
路
生

谷
村
に
於
て
記
す

〔
社
説
〕
〔
末
尾
に
「
明
治
三
十
年
六
月
十
六
日
溢

山
路
瀬
古
」
と
あ
り
〕
。

お

わ

り

以
上
が
現
在
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
限
り
の
愛
山
主
筆
時
代
の
『
護
教
』
で

あ
る
。
こ
の
あ
と
第
一
三

O
号
(
明

ω
・
7

・
3
)
の
「
社
説
」
欄
に
、
別
所

梅
之
助
の
「
入
社
の
辞
」
が
発
表
さ
れ
、
別
所
主
筆
の
時
代
が
始
ま
る
。
た
だ

し
第
=
二
五
号
(
明
幼
・

8

・
7
)
ま
で
は
「
編
続
人

山
路
関
士
ロ
」
の
ま
ま

社

で
、
護
教
社
の
住
所
も
渋
谷
村
中
渋
谷
九

O
二
番
地

1
愛
山
宅
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
三
二
ハ
号
(
明

ω
・
8
-
H
)

に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
、
「
鰐
輯
人
別
所

梅
之
助
」
と
な
り
護
教
社
も
中
渋
谷
三
六
八
番
地
に
移
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
そ
の
後
も
愛
山
と
『
護
教
』
と
が
全
く
無
関
係
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

若
干
の
論
文
や
翻
訳
を
発
表
し
た
り
、
愛
山
の
動
静
を
伝
え
た
り
も
し
て
い

る
。
さ
ら
に
愛
山
の
死
に
際
し
て
は
別
所
梅
之
助
、
徳
宙
蘇
山
降
、
宮
地
生
等
の

(
4
)
 

追
悼
文
を
の
せ
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
目
録
に
収
め
た
愛
山
の
文
章
を
通
読
し

て
み
る
と
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
者
」
と
し
て
の

愛
山
の
突
か
、
よ
り
明
瞭
な
形
で
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
な
お
特
記
す

べ
き
は
愛
山
と
透
谷
と
の
有
名
な
「
人
生
栢
渉
論
争
」
に
関
連
し
た
文
章
が
、
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こ
の
『
護
教
』
紙
上
に
も
か
な
り
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
北
村
透
谷
の
文
章
が
本
紙
上
で
み
つ
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
川
崎
司
氏

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

Q
図
書
』
一
九
八
四
年
二
現
)
、
他
に
も
愛

山
と
透
谷
を
結
び
つ
け
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
明
石
桜
弁
成
明
の
文
章

も
あ
り
、
今
後
「
人
生
相
渉
論
争
」
の
研
究
を
進
展
さ
せ
る
為
に
も
本
紙
発
見

の
も
つ
意
味
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
『
護
教
』
主
筆
時
代
の
愛
山
に
つ

い
て
論
じ
た
植
村
正
久
の
一
文
は
、
な
か
な
か
傾
聴
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
左
に
引
用
し
て
お
く
。

「
そ
の
思
想
は
敏
活
な
り
。
そ
の
筆
は
軽
快
に
し
て
鋭
利
な
り
。
そ
の
趣

味
は
多
角
形
な
り
。
猛
烈
な
る
そ
の
感
情
、
稜
々
た
る
圭
角
、
当
り
難
き
覇

気
、
抑
う
べ
か
ら
ざ
る
そ
の
文
学
的
功
名
心
、
皆
愛
山
生
の
文
章
を
し
て
一

種
の
光
彩
と
気
腕
と
を
具
え
し
め
た
り
。
山
路
氏
の
『
護
教
』
に
お
け
る
地

位
に
付
き
て
少
し
く
遺
憾
に
思
わ
る
る
は
、
氏
が
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
全

く
心
身
を
一
つ
に
せ
ず
、
そ
の
職
掌
よ
り
己
む
を
得
ず
書
く
と
一
言
う
ご
と
き

有
様
に
て
あ
り
し
こ
と
な
り
。
教
会
は
か
く
の
ご
と
く
樹
立
せ
ざ
る
べ
か
ら

山路愛山と『護教』

ず
、
神
学
は
か
く
の
ご
と
く
組
織
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
は
か
く

の
如
く
宣
伝
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
、
根
底
あ
る
主
張
を
抱
懐
し
、
勢
力

と
才
学
と
を
こ
の
理
想
に
捧
献
し
て
、
尽
く
す
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
期
す
る
に

あ
ら
ず
ん
ば
、
『
護
教
』
の
ご
と
き
雑
誌
を
適
当
に
運
転
す
る
こ
と
能
わ
ざ

る
べ
し
。
山
路
氏
の
『
護
教
』
に
お
け
る
地
位
は
、
少
な
く
と
も
ア
プ
ノ

l

マ
ル
な
り
し
と
言
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
そ
の
記
者
た
り
し
閥
、

『
護
教
』
が
元
気
よ
く
、
筆
鋒
快
利
に
し
て
、
読
者
に
一
種
の
面
白
味
を
与

え
し
こ
と
あ
る
は
、
さ
す
が
に
山
路
氏
の
力
を
顕
は
せ
る
も
の
と
言
っ
て
可

(
6
)
 

な
り
」
。

* 

* 

* 

お
わ
り
に
の
ぞ
ん
で
、
『
護
教
』
の
発
見
に
つ
い
て
御
教
一
万
頂
い
た
川
崎
司

氏
、
『
護
教
』
原
本
の
閲
覧
及
び
コ
ピ
ー
に
際
し
多
大
の
便
宜
を
は
か
つ
て
頂

い
た
、
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
、
関
西
学
院
大
学
附
属
図
書
館
、
北
海
道
大

学
附
属
図
書
館
の
関
係
各
位
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
そ
し
て
私
が
北

大
に
在
職
し
た
十
五
年
閥
、
常
に
あ
た
た
か
い
阪
で
私
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ

っ
た
故
富
田
容
甫
教
授
の
霊
に
、
こ
の
っ
た
な
い
一
文
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
許

し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

(

1

)

こ
れ
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
拙
稿
「
山
路
愛
山
研
究
序
説

l
l『
惑
溺
』

と
『
凝
固
』
そ
の
付
1

1
」
『
北
大
法
学
論
集
』
第
二
五
巻
第
凶
号
(
昭

印
)
、
及
び
筆
者
の
編
に
よ
る
『
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
』
中
の
「
山
路

愛
山
集
」
付

ω
会
二
書
房
刊
、
昭
国
・
同
)
、
西
国
毅
・
和
国
守
・
岡

利
郎
編
「
民
友
社
思
想
の
研
究
」
合
一
二
書
房
、
近
刊
)
等
参
照
。

ハ
2
)

「
機
渓
生
」
が
愛
山
の
筆
名
で
あ
る
こ
と
は
前
引
『
民
友
社
思
想
文
学

叢
書
2

山
路
愛
山
集
付
』
の
「
解
題
」
四
三
一
五
頁
参
照
。
な
お
こ
の
論

文
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
孟
予
を
読
む
」
と
い
う
の
は
、
塚
越
停
春
の

論
文
で
あ
る
。
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企
干

(

3

)

「
余
は
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
教
師
試
補
た
る
こ
と
を
辞
し
た
り
、
走
れ

余
は
教
師
と
な
り
て
働
か
ん
よ
り
も
、
寧
ろ
他
の
方
法
を
以
て
働
く
こ
と

最
も
適
せ
り
と
信
じ
た
れ
ば
也
:
:
:
」
と
述
ベ
て
お
り
、
こ
の
文
が
発
表

さ
れ
た
直
後
明
治
二
五
年
八
月
、
愛
山
は
正
式
に
国
民
新
聞
社
、
民
友
社

の
社
員
と
な
っ
た
。
た
だ
し
「
本
紙
を
管
掌
す
る
権
利
者
に
し
て
余
を
用

ふ
る
間
は
、
余
は
好
ん
で
編
輯
の
一
一
員
た
る
義
務
を
尽
さ
ん
の
み
」
と
彼

自
身
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
『
護
教
』
主
筆
と
し
て
の
地
位
に
は
変
り
な

か
っ
た
。
そ
の
後
第
一

O
七
号
の
文
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
六
年
八
月

か
ら
小
沢
孫
太
郎
他
三
名
が
新
た
に
編
集
障
に
加
わ
っ
て
い
る
。

(

4

)

『
護
教
』
第
一
一
一
一
一
一
一
七
号
(
大
正
六
年
三
月
一
一
一
一
一
日
)
第
一
一
一
一
一
二
八
号

(同一一一月一一一

O
日
)
参
照
。

(

5

)

透
谷
隠
者
「
春
を
迎
ふ
」
第
一
一
一
一
号
ハ
明
勾
・

2
・
6
)
。

(

6

)

植
村
正
久
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
新
聞
雑
誌
及
び
そ
の
記
者
」
『
福
音
新

報
』
第
一
六
五
号
(
明
氾
・

8
・
お

)
t
一
六
八
号
(
明
況
・

9
-
m
v

『
柏
村
正
久
著
作
集
』
第
三
巻
(
新
教
出
版
社
刊
、
昭
H
U

〉
一
四
八

l
九

頁
よ
り
引
用
。

な
お
本
文
中
米
・
印
を
付
し
た
論
文
は
前
引
『
民
友
社
思
想
文
学
議
議
』

「
山
路
愛
山
集
」
付
口
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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